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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法 第 14 条 によって 準用す る 第 12 条第 1 項の 規定に 基づき， 財団法人 自転車 産 
業 振興 協会 （JBP1) 及び 財団法人 日本規格協会 （JSA) から， 工業 標準 原案 を 具して 日本工業規格 を 改正す 
べきとの 中 出が あり， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 改正した 日本工業規格 である。 
これによ つて， JISD 9414:1997 は 改正され， この 規格に 置き換えられた。 

こ の 規格 は ， 著作権法で 保護 対象 となって いる 著作物で あ る 。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある ことに 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このような 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に ついて， 責任 は 
もたない。 



(2) 



著作権法 により 無断での &お， ；ム: 乂》 は 禁止され ております。 



日本工業規格 



JIS 

D 9414： 2008 



自転車 一 ブレーキ 

Bicycles — Brakes 



i 適用 範囲 

この 規格 は， 主に JISD9111 に 規定す る 一般 用 自転車 及び 幼児 用 自転車に 用いる ブレーキ について 規定 
する。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JISA1481 建材 製品 中の アスベスト 含有率 測定 方法 
JIS B 0205-1 一般 用 メートル ねじ— 第 1 部： 基準 山形 
JIS B 0205-2 一般 用 メートル ねじ— 第 2 部 ： 全体 系 

JISB 0205-3 一般 用 メートル ねじ 一 第 3 部 ： ねじ 部品 用に 選択した サイズ 

JIS B 0205-4 一般 用 メートル ねじ— 第 4 部： 基準 寸法 

JIS B 0209-1 一般 用 メートル ねじ 一公 差 一 第 1 部 ： 原則 及び 基礎 デー 夕 

JISB 0209-2 一般 用 メートル ねじ 一公 差 一 第 2 部： 一般 用お ねじ 及びめ ねじの 許容 限界 寸法— 中 （は 

め あい 区分） 

JIS B 0209-3 —般 用 メートル ねじ 一公 差 一 第 3 部 ： 構造体 用ね じ の 寸法 許容 差 

JISB 0225 自転車ね じ 

JIS D 0202 自動車 部品の 塗 膜 通則 

JISD9111 自転車 一分 類 及び 諸元 

JIS D 9301 一般 用 自転車 

JISD9302 幼児 用 自転車 

JIS D 9412 自転車 用 ハンドル 

JIS D 9418 自 転 車 —フリー ホ ィ 一 ル 及び 小 ギ ャ 

JIS H 8610 電気 亜鉛め つ き 

JIS H 8617 ニッケル めっき 及び ニッケル一 クロムめ つき 



3 形状 及び 寸法 

ブレーキの 形状の 例 及び 主な 寸法 を， 図 5 〜図 9 に 示す。 ただし， 許容 差の 記入がない 寸法 は， 推奨 寸 
法と する。 ねじ は， JISB 0225 による ものの ほか は， JISB0205-l〜JISB0205-4 の 規定に よる。 その 限界 
寸法 及び 公差 は， JISB0209-1〜JISB 0209-3 に 規定す る 公差 域 クラスの 6H/6g 以上と する。 

なお， バンド ブレーキの ドラム， 内拡 （ないかく） ブレーキの ドラム 及び ディスクブレーキの ディスク 



著作権法に よ り 無断での 複製， 転 I .： は 禁止され てお ります。 



2 

D9414 ： 2008 

をハ ブに取 り 付ける 部分の ねじ は， 受渡 当事者 間の 協定に よって JIS D 9418 の 附属 書 A に 規定す るね じ を 

用いても よい。 

4 構成 及び 種類 
4.1 構成 

ブレーキ は， ブレーキ 本体， ブレーキ レバー 及び 操作 力 伝達 機構に よって 構成し， その 各々 の 種類 は， 
次のと おりと する。 ただし， JISD9412 に 規定す る レバー 付き 形 ハンドルと 組み合わせる 構造の ブレーキ 
は， ブレーキ レバー を 用いないで 構成す る。 
4.2 ブレーキ 本体の 種類 

ブレーキ 本体の 種類 は， 制動 方式に よって 表 1 による。 



表 1 一 ブレーキ 本体の 種類 



ブレーキ 本体の 種類 


制動 方式 


参照 図 （参考） 


リム ブレーキ 


リム 部 を 制動す る もの 


図 5 


キヤ リバ ブレーキ 
(サイ ド プル 形， センタ プル 形， 

カン チレ バー 形， カン チレ バー V 

形） 


図 6 


バンド ブレーキ 


ハブ部 を 制動す る もの a) 


図 7 


内拡 （ないかく） ブレーキ 


図 8 


ディスクブレーキ 


図 9 


注 め ハブ ブレーキ 及び コース タハブ は， 制動 装置と しての 機能 及び 走行 装置と し 

ての 機能 をハブ 内部に 兼ね備えた 複合 部品で， JTSD9419 の 規定に よる ■ 

であり， この 規格で は 適用し ない。 



4.3 ブレーキ レバーの 種類 

ブレーキ レバーの 種類 は， フラット レバー， ドロップ レバー （補助 レバー を 含む。）， ギド ネット レバー 
及び 才 ポジ ッ トレバー とする （図 10 参照)。 
4.4 操作 力 伝達 機構の 種類 

操作 力 伝達 機構の 種類 は， 構造に よって ロッド 式， ワイヤ 式 及び 油圧 式と する。 

5 部品 名称 

ブレーキの 部品 名称 及び 主な 使用 材料の 例 を， 図 5 〜図 11 に 示す。 

6 衡造 

ブレーキの 構造 は， 次に よる。 

a) 各部の 組立 結合 は 確実で， 作動 させた ときに 機能が 良好で なければ ならない。 

b) ブレーキ は， ブレーキ ブロック， ライニング などの 摩耗， ワイヤの 伸びな どが 生じた ときに， 制動 力 
を 維持す るた めの 調整が できる 構造で なければ ならない。 

c) ブレーキ ブロック， ライニング 及び パッドに は， 適切な 摩擦 材を 用いなければ ならない。 アスベスト 
を 含有す る ブ レ 一 キ部材 を 使用 して はならない。 

なお， アスベストの 有無 は， JISA1481 の 7. (—次 分析 試料に よる 定性分析 方法） によって 確認す 
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る。 

d) ブレーキ ワイヤの イン ナを 固定す る 部分 は， 製造業 者が 推奨す る トルクで ねじ を 締め付けた とき， ィ 
ンナを 折 損 させな レ 、 構造で な ければ な ら ない。 

e) キヤ リバ ブレーキの フレーム 組 付 部 は， 緩み 止め を 施した 構造 （ばね 座金， ロック ナットな ど） でな 
ければ ならない。 

f) 油圧 式 操作 力 伝達 機構 を用レ ^ たもの は， 油 漏れが し な レ 4 冓造 でな ければ な ら ない。 

g) ブレーキ レバーの 取 付 金具 は， ブレーキ レバー を ハン ドル バーに 確実に 固定で き る も のでなければ な 
ら ない。 

7 性能 

ブレーキの 性能 は， 次に よる。 
a) リム 部 を 制動す る ブレーキ は， 自転車に 組み付け たと きに， JISD 9301 の 5,2.5 (制動 性能） 又は J1SD 
9302 の 5.2.5 (制動 力） の 規定に 適合し なければ ならない。 また， ハブ部 を 制動す る ブレーキ は， 9.1 
の 試験 を 行った とき， 表 2 の 試験 力 F に 対す る 前進 方向の 静的 制動 ト ルク 値に 適合 し な ければ な ら な 

い。 



表 2 — 静的 制動 トルク 値 



ドラム 怪 又は ディスク 径 

mm 


試験 力 F 
N 


ブレーキ 本体 静的 制動 トルク 
N'm 


80 以下 


150 


35 以上 


80 を 超え 95 以下 


200 


40 以上 


95 を 超える もの 


50 以上 


ディスクブレーキに は， 試験 力 200 N, ブレーキ 本体 静的 制動 トルク 40 N'm 以 

上 を 適用す る。 



b) ハブ部 を 制動す る ブレーキの 各部の 振れ は， 9.2 の 試験 を 行った とき， 表 3 による。 

表 3 — 振れ 

単 1il mm 



ブレーキの 各部の 振れ 


振れ 


バン ドブレー キの ドラム 外周に おける 縦 振れ （半径 方向の 全 振れ） 


0.4 以 F 


内拡 （ないかく） ブレーキの ドラム 内 周に おける 縦 振れ （半径 方向の 全 振れ） 


ディ ス ク ブレーキの ディ スクの 外縁 部内 側 5 mm の 位置に おける 横 振れ （軸 方 
向の 円周 振れ） 


0.8 以下 



8 強度 

ブレーキの 強度 は， 次に よる。 

a) リム ブレーキの 前 パイプ 及び 後 パイプと， だるま， 割り だるま， かしめ だるまな どとの 結合 部の 切断 
荷重 は， 2000N 以上で なければ ならない。 

b) 短 棒 及び 長 棒 を， 前 パイプ 及び 後 パイプの だるま， 並びに 止め金 具に 組み付け， 1 000N の 力 を 加えた 
ときに， 結合 部に 滑りが 生じて はならない。 

c) ブレーキ ワイヤの イン ナ 及び 二 ッ プル 部の 切断 荷重 は， ニッ プル 部 を 保持し， イン ナを 引っ張つ たと 
きに， 1 500N 以上で なければ ならない。 

d) ブレーキ ワイヤの イン ナを 製造業 者が 推奨す る 締付 け トルク で締 め 付 け， 1 000 N の 力 で 引つ 張 つたと 
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きに， 結合 部に 滑りが 生じて はならない。 

e) ブレーキ ワイヤ は， 9.3 の 試験 を 行った とき， ニッ プル 部が 脱落， 又は イン ナが破 断して はならない。 

f) キヤ リ パブ レーキ 及び リム ブレーキの， ブレーキ ブロックと 舟と の 取 付 強度 は， 9.4 の 試験 を 行つ た と 
き， ブレーキ ブロックが 舟から 外れたり， き 裂が 生じて はならない。 

g) カン チレ バー 形 以外の キヤ リバ ブレーキ は， 9.5 の 試, 験 を 行った とき， ブレーキ 本体， 貫通 ボルトな ど 
にき 裂， 破損 又は 著しい 変形が 生じて はならない。 

h) バンド ブレーキの ブレーキ 帯 は， 両端 を ピンで 保持し， 一般 用 自転車に 使用す る もので は 5 000 N， 幼 
児 用 自転車に 使用す る もので は 3 500 N の 力で 2 分 間引つ 張った ときに， 端 部が 破損し， 又は 著しい 
変形が 生じて はならない。 

9 試験 

9.1 静的 制動 トルク 試験 

図 1 に 示す よ うに， 表 2 に 示す 試験 力 F によって ィ ンナを 引っ張った 状態で 制動 トルク を 測定す る。 
なお， 制動 トルクの 測定 は， ブレーキ しゅう （摺） 動 部の すり 合せ を 5 回 行った 後に 行う。 また， 油圧 

式 操作 力 伝達 機構 を 用いた ブレーキ では， ブレーキ レバ一 の 先端から 25mm の 位置に， 表 2 に 示す 試験 力 

の 1/2 の 力 を 負荷す る。 




a) バンド ブレーキ 



b) 内拡 （ないかく） ブレーキ 




c) ディスク ブレーキ 



図 1 一 静的 制動 トルク 試験 



著作権法 によ り 無断での 複製， 転: 乂》 は禁. 1,1:: されて おります。 



5 

D9414 ： 2008 



区分 


/\ 寸法 


一般 用 自転車 


25 


幼児 用 自転車 


20 



9.2 ブレーキの 振れの 測定 

バンド ブレーキ 又は 内拡 ブレーキ は， 測定 用 ジグに ドラム を 固定し， 測定 用 ジグを 回転 させて ドラムの 
外周 又 は 内 周 に お け る 縦 振れ を ダイ ャルゲ 一 ジ に よ つて 測定す る 。 

ディスクブレーキ は， ハブに ディスク を 固定し， ハブを 回転 させて ディスクの 外縁 部内 側 5 mm の 位置 
における 横 振れ を ダイヤル ゲージに よって 測定す る。 
9.3 ブレーキ ワイヤの 強度 試験 

ブレーキ レバーに ブレーキ ワイヤ を 組み付け， 図 2 のように 半径 50 mm の 円筒 を もつ 試験機に 取 り 付 け 
る。 次に， イン ナの 先端に 質量 15 kg のお もり をつ り 下げて， ブレーキ レバー を 25mm の ストロークで 每 
分 60 回の 速さで 10 000 回 （マウンテン バイク 類形 車で は， 100000 回） 引いた 後， ニッ プル 部 及び イン ナ 
を目視 によって 調べる。 

なお， ブレーキ レバーと ニッ プル 部との はめ 合い 部， 及び ブレーキ ワイヤの イン ナに は， 潤滑剤 を 塗布 
して 行う。 



単位 




W ： 15 kg のお も り 



図 2— ブレーキ ワイヤの 繰返し 強度 試験 



9.4 ブレーキ ブロッ ク 及び 舟の 取 付 強度 試験 

キヤ リバ ブレーキ 及び リム ブレーキの 舟 を 固定し， 図 3 に 示す 荷重 具 を 使って， 縦 方向 は 300 N， 横 方 
向 は 150 N の 力 を ブレーキ プロ ック 中心に 静かに 加えた 後， ブレーキ ブロック 及び 舟 を目視 によって 調べ 

る。 




著作権法に よ り 無断での' ■ 転載 等は禁 ih されて お り ま す。 
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単位 



ん 



30：/" 



, 



ブレーキ ブロック 中心 , 



三》 



18 



30： 



荷 fc 具 



^ — 



ブレーキ プロック 中心 




縦 方向 



横 方向 



a) キヤ リバ ブレーキ 



横 方向 

図 3 — ブレーキ プロックの 取 付 強度 試験 

9.5 ブレーキ 本体の 繰返し 強度 試験 

図 4 に 示す よ う に ブレーキ 本体の 左右の 舟 取 付 部 を ほぼ 平行に 取り付け， 左右の 舟 取 付 部の 中央に 同時 
に 200 N の 繰返し 荷重 を 毎分 30 回の 速さ で 10 000 回 加えた 後， ブレーキ 本体， 貫通 ボル ト な ど を 目視及 

び 触感に よって 調べる。 




縦 方向 



b) リム ブレーキ 



単位 mm 




J 8 



ブレーキ ブロック 中 



何 重 呉 



30 ゾ 




著作権法 によ り 無断での ま ， 転載 等 は禁. 【ヒ されて おります。 
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単位 mm 



100 




図 4 一 ブレーキ 本体の 繰返し 強度 試験 



10 めっき 又は 塗装 
10.1 めっき 

めっき を 施し た 部分の めつ き の 厚さ 及び 耐食 性 は， JIS H 8617 の 2 級 以上 又は JIS H 8610 の 2 級 以上 と 

する。 

なお， クロムめ つきの 厚さ は， JISH 8617 の 規定に かかわらず 0.05 pm 以上と する。 ただし， かど 部， 
ねじ 部， 六角 棒 スパナ 穴 及びめ つき 後 加工 を 施した 部分 は 除く。 
10.2 塗装 

塗装 を 施した 面 は， JISD0202 に 規定す る， しんの 種類 F の 鉛筆 を 用いて 鉛筆 引つ かき 抵抗 性 試験 を 行 

つたと き， 試験 面の 塗 膜に 破れが あって はならない。 

11 外観 

ブレーキの 外観 は， 次に よる。 

a) めっき を 施した 面に は， 著しい きず， 素地の 露出， 素地の 研磨 不良， はがれ， さび 及び その他の 著し 
い 欠点が あって はならない。 

なお， 組立 後 表面に 現れる 部分に は， めっきに むらがあって はならない。 

b) めっき を 施さない 面に は， さび， 割れ， 著しい きず 及び その他の 著しい 欠点が あって はならない。 

c) 各部に 鋭い 先端， 著しい ばり， かえりな どが あって はならない。 

d) マーク 類に は， 打 刻 不良， 位置 ずれ， 色 むら， かすれ 及び その他の 著しい 欠点が あって はならない。 
12 製品の 呼び 方 

ブレーキの 呼び 方 は， 規格 番号， 及び ブレーキの 構成 並びに その 各々 の 種類の 組合せに よる。 
例 1 ブレーキ 本体， ブレーキ レバー 及び 操作 力 伝達 機構 を 用いて 構成す る 場合。 
JISD9414 バンド ブレーキ， フラット レバー， ワイヤ 式 



著作 栴法 によ り 無断での 複製， t . は 禁止され ております。 
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例 2 ブレーキ レバー を 用いないで 構成す る 場合。 
JIS D 9414 リム ブレーキ， ロッド 式 

13 表示 

ブレーキに は， 本体の 表面に 刻印 又は 浮き出し する 方法で， 製造業 者 名 又は その 略号 を 表示す る。 
14 取扱説明書 

受渡 当事者 間で 必要と認めた 場合に は， 取扱説明書 を 添付す る。 




a) 前 リム ブレーキ 
図 5 — リム ブレーキ 



著作権法 により 無断での 複製， U 等 は禁. ik されて おります。 
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ム に. :| 


部品 名称 


材料 （参考） 


1 


短 棒 頭 


JIS G 3141 の SPCC， JIS G 4305 の SUS304 


2 


短 棒 


JIS G 3505 の SWRM10, JIS G 4309 の SUS304 


3 


だるまね じ 


JIS G 3505 の SWRM10 


4 


だるま 


JIS G 3505 の SWRM10, JIS H 3250 の C3604 




前 パイ プ 


JIS G 3445 の STKM12A, JIS G 3446 の SUS304 


6 


かしめ だるま 


JIS G 3445 の STKM12A, JIS H 3250 の C3604 


7 


前 また 


■ G 3141 の SPCC, JIS G 4305 の SUS304 


8 


足 


JIS G 3505 の SWRM10, JIS G 4305 の SUS304 


9 


舟 


JIS G 3141 の SPCC, JIS H 4000 の A5052P-H34 


10 


舟ね じ 


JIS G 3505 の SWRM10 


1 1 


ブレーキ プロ ッ ク 


合成 ゴム 


12 


後 パイプ 


JIS G 3445 の STKM12A, JIS G 3446 の SUS304 


13 


割り だるま 


JIS G 3505 の SWRM10， JIS H 3250 の C3604 


14 


前 クランク 


JIS G 3131 の SPHC， JISG4305 の SUS304 


15 


前 クランク 輪 


JISG3141 の SPCC 


16 


前 クランク 輪 かしめ ねじ 


JIS G 3505 の SWRM1 0， JIS H 4040 の Al 100BD 


17 


前 クランク だ ぼ 


JIS G 3505 の SWRM10 


18 


長 棒 


JIS G 3505 の SWRM10, JIS G 4309 の SUS304 


19 


長 棒 止め金 具 


JIS G 3141 の SPCC 


20 


長 棒 止めね じ 


JTSG3505 の SWRM10 


21 


後 クランク 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 3131 の SPHC 


22 


後 クランク かしめ ねじ 


118 3505の8\¥履10， JTSH4040 の A1100BD 


23 


ばね 


JIS G 3506 の S WRH77A 


24 


ばね 取 付ね じ 


JIS G 3505 の SWRM10 


25 


後 クランク 輪 


JIS G 3141 の SPCC 


26 


ブレーキ 調節 金具 


JIS G 3131 の SPHC 


27 


ブレーキ 調節ね じ 


JIS G 3505 の SWRM10 


28 


後 また 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 4305 の SUS304 


29 


ブレーキ 足 受け 


JIS G 3131 の SPHC, JIS G 4305 の SUS304 


30 


ブレーキ 足 受取 付 金具 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 4305 の SUS304 



図 5 — リム ブレーキ （続き) 



著作権法 によ り 無断での 複霸， 幅 f^? は 禁止. されて おります。 
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番号 


部品 名称 


材料 （参考） 


1 


アーム 


JTSG3131 の SPHC, JIS H4140 の A6151FD 


2 


ァゥ夕 ブレーキ アーム 


JIS H 4140 の A6151FD 


3 


ィ ンナ ブレーキ アーム 


JIS H4140 の A6151FD 


4 


プロ ッ ク 


合成 ゴム 


5 


舟 


JIS G 3141 の SPCC, JIS H 4000 の A5052P 


6 


舟ね じ 


JIS G 3505 の SWRM10, JIS G 3505 の SWRM20 


7 


貫通 ボル ト 


JIS G 3507-1 の SWRCH, JIS G 4051 の S45C, JIS G 4053 の SCM435 


8 


コ ンタ ルナ ッ ト 


JIS G 3505 の SWRM10, JIS H 4100 の A2017S 


9 


ワイヤ 止めね じ 


JIS G 3505 の SWRM10, JIS G 4051 の S45C， JIS G 3101 の SS400 


10 


ワイヤ 調節ね じ 


JIS H 4040 の A5052W, JIS H 4140 の A5056FD 


11 


ワイヤ 調節 だるま 


JIS H 4040 の A201 1 BD, JIS G 3505 の SWRM1 


12 


戻しば ね 


JIS G 3506 の SWRH77A, JIS G 3521 の SW-C 


13 


アール 座金 


JIS G 3131 の SPHC， JIS G 3141 の SPCC 


14 


アーム 取 付 ボルト 


JIS G 3101 の SS400, JIS G 4051 の S35C 


15 


右ば ね 


JIS G 3506 の SWRH77 A, JIS G 3522 の SWP-B 


16 


左ば ね 


JIS G 3506 の SWRH77A, JIS G 3522 の SWP-B 


17 


アーム プリ ッ ジ 


JIS G 3131 の SPHC， JIS H 4140 の 6151 


18 


つり ワイヤ 


JIS G 3506 の SWRH62A 


19 


ワイヤつ り 金具 


JIS H 4000 の A6061P 


20 


ブシュ 


ポリア セ タール 


21 


左 ブレーキ クランク 


JIS H 4140 の A6151FD 


22 


右 ブレーキ クランク 


JIS H 4140 の A6151FD 


23 


カン チブ レーキ 台座 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 4804 の SUM23 


24 


カン チ ブレーキ 取付 ねじ 


JTS G 4051 の S45C 



図 6 — キヤ リバ ブレーキ （続き) 



著作権法に よ り 無断での 複製， 載 等 は 禁止され てお り ます。 
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2) 後ァ ウタつ り 金具 
e) ァ ウタつ り 金具 



番号 


部品 名称 


材料 （参考） 




前ァ ウタ 受体 


JISG3131 の SPHC 


2 


後ァ ウタ 受体 


J1SG3141 の SPCC 




ワイヤ 調節ね じ 


JTS H 4040 の A5052W 


4 


ワイヤ 調節 だるま 


JIS H 4040 の A2011BD 




クイ ック レリーズ カム 


JISG3141 の SPCC 



図 6 — キヤ リバ ブレーキ （続き) 



著作権法 により 無断でのお ノ:， . ：, さは 禁止され ております。 
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^号 


部品 名称 


材料 （参考） 


1 


カバー 


JIS G 3141 の SPCC 




ドラム 


JIS G 3141 の SPCC， JIS G 3131 の SPHC 


3 


ブレーキ？ 1? 


JIS G 3141 の SPCC 


4 


ライニング 


合成 ゴム 


5 


ライニング リ ベ ッ ト 


JIS H 4040 の A5052W 


6 


ブレーキ 帯止めね じ 


JIS G 3507-2 の SWCH， JIS G 3505 の SWRM8 


7 


クランク 


JIS G 3131 の SPHC, JIS G 3141 の SPCC 


8 


クランク リベ ッ ト 


JIS G 3507-2 の SWCH， JIS G 3505 の SWRM10 


9 


クランク 取 付ね じ 


JIS G 3507-2 の SWCH， JIS G 3505 の SWRM10 


10 


ク ランク 戻しば ね 


JIS G 3506 の SWRH， JIS G 3521 の SW-B 


11 


取 付 バン ド 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 4305 の SUS430 


12 


ライニング 調節ね じ 


JIS G 3507-2 の SWCH, JTS G 3505 の SWRM10 


13 


ライニング 調節 ナツ ト 


JIS G 3507-2 の SWCH, JIS G 3505 の SWRM8 


14 


ワイヤ 受 ブラ ケッ ト 


JIS G 3131 の SPHC, JIS G 3141 の SPCC 


15 


ワイヤ 止めね じ 


JTS G 3507-2 の SWCH, JIS G 4051 の S15C 


16 


ワイヤ 調節ね じ 


JIS G 3507-2 の SWCH, JIS G 3505 の SWRM10 


17 


ワイヤ 戻しば ね 


JIS G 3506 の SWRH， JIS G 3521 の SW-B 


18 


引 棒 


JIS G 3505 の SWRM， JIS G 3101 の SS330 


19 


引 棒 頭 


JIS G 3101 の SS330, JIS G 3505 の SWRM12 


20 


引 棒 調節 ナツ ト 


JIS G 3507-2 の SWCH, JIS G 3505 の SWRM8 


21 


引 棒 だるま 


JIS G 3507-2 の SWCH, JIS G 3505 の SWRMIO 



図 7— バンド ブレーキ （続き) 



著作権法 により 無断での ぬお， い 1 、'.'」 は 禁止され ております。 




図 8 — 内拡 （ないかく） ブレ一 
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番号 


部品 名称 


材料 （参考） 


1 


カバー 


J1S G 3131 の SPHC, JIS G 3141 の SPCC 


2 


ド ラ ム 


JIS G 3131 の SPHC， JIS G 3141 の SPCC 


3 


シ ユー 


JIS G 3131 の SPHC， JIS G 3141 の SPCC 


4 


ライニング 


合成 ゴム 


5 


シュ 一止め ねじ 


JISG3505 の SWRM10 


6 


シ ユー 戻しば ね 


JIS G 3521 の SW-B 


7 


カム 


JIS G 4804 の SUM22 


8 


クランク 


■ G 3131 の SPHC, JIS G 3141 の SPCC 


9 


腕 


JIS G 3141 の SPCC 


10 


腕 取 付 バン ド 


JIS G 3141 の SPCC, JIS G 4305 の SUS430 


11 


ブレーキ ワイヤ 止めね じ 


JIS G 4051 の SI 5C， JIS G 3507-2 の SWCH 


12 


ワイヤ 調節ね じ 


JIS G 3505 の SWRM10 


13 


ワイヤ 戻しば ね 


JIS G 3521 の SW-B 



図 8 — 内拡 （ないかく） ブレーキ （続き) 



著作権法 により 無断での 複製， お^' ヶは 禁止され ております。 
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— fer 巧' 


部品 名称 


材料 （参考） 


番号 


部品 名称 


材料 （参考） 


1 


ホ 
ィ 


ホイール シ リ ンダ 


■ H 5302 の ADC6 


10 


ディスク 


國 G 4303 の SUS430 


2 


ホイール ピス ト ン 


JIS H 4100 の A2017S 


11 


油圧 ジ ョ イン ト 


JISG3101 の SS400 


3 


ル 
油 
圧 


ホイール 戻しば ね 


■ G 4303 の SUS304 


12 


油圧 ホース 


合成樹脂 


4 


カップ 


JIS H 5302 の ADC6 


13 


マ 
ス 


マスタ シ リ ンダ 


■ H 5302 の ADC6 




ュ 


チヱ ック 弁- 


合成 ゴム 


14 


夕 
汕 
压 


メイン ピストン 


■ H 4100 の A2017S 


6 


ク 


セッ ト 調節 ボルト 


JIS G 4051 の S35C 


15 


レバー 調節 ボル ト 


Hg 3507-2 の SWCH12A 




卜 


ブラ ケッ ト 


■ G3111 の SPHC 


16 


ュ 


給油 タンク 


合成樹脂 


8 


ノヽッ 


K 


合成 ゴム 


17 


ッ 
卜 


マスタ 戻しば ね 


Hg 4303 の SUS304 


9 


ノヽッ 


ド ホルダ 


JIS H 5302 の ADC6 


18 


レバー 体 


JIS H 4140 の A615 I FD 



図 9 — ディスクブレーキ 




2J 



rfc 



著作権法 により 無断での 複製， i ： 等 は 禁止され ております。 
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b) ドロップ レバー 
図 10 —ブレーキ レバ一 



01 @！ @ 



著作権法 により 無断での ほ feir ，は 禁止され ております。 
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c) ギド ネット レバ一 
図 10— ブレーキ レバー （続き) 



せ 作 権 法に よ り 無断での 複製， 転載 等 は禁. ih されて お ります。 
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d) ォ ポジ ッ トレバー 



番 7 ヲ 


部品 名称 


材料 （参考） 




(右' 左） レバー 体 


國 G 3141 の SPCC, JIS H 4140 の A6151FD, 
JIS H 4000 の A5052P ' 




ブラ ケッ ト 


JIS K 6922-1 の ポリエチレン， JIS H 5302 の ADC5 


3 


取 付 バン ド 


JIS G 3141 の SPCC, JIS H 4000 の A6061P 


4 


取 付 バン ド引上 軸 


JIS G 3505 の SWRM10 


5 


レバー 軸 


J1SG3505 の SWRM10 


6 


ブシ ュ 


JIS K 6922-1 の ポリエチレン 




(右 • 左） 補助 レバー 体 


JIS G3131 の SPHC 


8 


座金 


JISG3141 の SPCC 


9 


ノヽン ドレス ト体 


JIS H 4000 の A6061P 


10 


ブラ ケッ ト カバー 


合成樹脂 


11 


ハン ドレス ト カバー 


合成樹脂 


12 


レバ一 クイ ック式 ワイヤ 調節ね じ 


JIS H 3250 の C3602BD 


13 


ワイヤ 調節ね じ 用 ゴム 


JIS B 2401 の リン グ 


14 


ワイヤ 調節 ナツ ト 


JIS H 4040 の A2011BD 


15 


レバー クイ ッ ク式ァ ウタ ガイ ド 


JIS G 4804 の SUM23 



図 10 — ブレーキ レバ一 （続き) 



著作権法 により 無断での 複製， 転 は 禁止され てお り ます。 
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せ 




咜 又は 7 



(たいこ 形) 




(かさ 形） 





部品 名称 


材料 （参考） 


1 


ィ ンナ 


JISG3506 の SWRH62A 




ァ ウタ 


JIS G 3506 の SWRH62A, JIS K 6720-1 及び JIS K 6720-2 の 塩化 ビ 

ニル 樹脂 


3 


ワイヤ ニッ プル 


JIS H 5301 の ZDC1 又は ZDC2 


4 


ワイヤ キヤ ッ プ 


JIS H 4100 の A1100S， JIS K 6922-1 の ポリエチレン 




ァ ウタ ガイ ド 


JIS H 3250 の C3604， JiS H 4040 の A2011BD 


6 


ァゥ夕 キャップ 


JIS H 3250 の C3604， JIS H 3100 の C2680 



図 11 一 ブレーキ ワイヤ 



^作 権 法に より 無断での 複製， 転載 等 は 禁止され ております。 
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附属 書 A 

(参考） 
参考文献 

序文 

この 附属 書 は 参考文献 について 記載す る ものであって， 規定の 一部で はない。 

JIS B 2401 リン グ 

JIS G 3101 一般 構造 用 圧延 鋼材 
JISG3131 熱 間 圧延 軟鋼 板 及び 鋼 帯 
JIS G 3141 冷 間 圧延鋼 板 及び 鋼 帯 
JISG3445 ^械 構造 用 炭素鋼 鋼管 
JIS G 3446 機械 構造 用 ステンレス 鋼 鋼管 
JISG3505 軟鋼 線材 
JISG3506 硬 鋼線 材 

JISG 3507-1 冷 間 圧 造 用 炭素鋼— 第 1 部： 線材 

JISG 3507-2 冷 間 圧 造 用 炭素鋼 一 第 2 部 ： 線 

JISG3521 硬 鋼線 

JISG 3522 ピアノ 線 

JISG 4051 機械 構造 用 炭素鋼 鋼材 

JISG 4053 機械 構造 用 合金 鋼 鋼材 

JISG 4303 ステンレス鋼 棒 

J1SG4305 冷 間 圧延 ステンレス 鋼板 及び 鋼 帯 

JISG 4309 ステンレス 鋼線 

JISG 4804 硫黄 及び 硫黄 複合 快削鋼 鋼材 

JISH3100 銅 及び 銅 合金の 板 並びに 条 

JIS H 3250 銅 及び 銅 合金の 棒 

JIS H 4000 アルミ ニゥ ム 及び アル ミニ ゥム 合金の 板 及び 条 
JIS H 4040 アルミ ニゥ ム 及び アル ミ 二 ゥム 合金の 棒 及び 線 
JIS H 4 100 アルミニウム 及び アルミニウム 合金の 押 出形材 
JLSH4140 アルミニウム 及び アルミニウム 合金 鍛造 品 
JIS H 5301 亜鉛 合金 ダイ カスト 
JTS H 5302 アルミニウム 合金 ダイ カス ト 

JIS K 6720-1 プラスチック— 塩化 ビニル ホモ ポリマー 及び コポ リマ 一 (PVC) — 第 1 部： 呼び 方 

の シス テ ム 及び 仕様 表記の 基礎 
JISK 6720-2 プラスチック— 塩化 ビニル ホモ ポリマー 及び コ ポリマー (PVC) — 第 2 部： 試験 片 

の 作 り 方 及び 諸 性質の 求め 方 
JIS K 6922-1 プラスチック ーポ リ ェチ レ ン (PE) 成形 用 及び 押出 用材 料— 第 1 部 ： 呼び 方の シス 

テム 及び 仕様 表記の 基礎 



著作権法 により 無断での 複製， 載 等 は 禁止され ております。 
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JIS D 9414 ： 2008 

自転車 一 ブレーキ 
解 説 



この 解説 は， 本体 及び 附属 書に 規定， 記載した 事柄， 並びに これらに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 
規定の 一部で はない。 

この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集 • 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団 法 
人 日本規格協会へ お願いし ま す。 

1 改正の 趣旨 

旧規 格 は， JISD9414:1997 (自転車 用 ブレーキ） であり， 1994 年 4 月に ISO/TC149 (自転車 専門 委員会） 
に お け る ISO 4210 (Cycles -Safety requirements for bicycles) の 制定 審議が 終わ つ た の を 機に， こ の 規格への 
整合性に ついて 検討 を 行う とともに， その他の 規定 内容 全般につ いての 見直しが なされ， 改正され た。 

ところで， 労働 安全 衛生 法 施行 令に よって 2004 年 10 月 1 日から， 含有す る 石綿の 重量が 当該 製品の 重 
量の 1% を 超える ブレーキ ライニング などの 製造 • 使用が 禁じられた 力、 2005 年 9 月までの 間に 中 国 で 生 
産され， 日 本へ 輸入 さ れた 幼 児 用 自 転 車の 中 に ， 政令に 抵触す る ブレーキ ライ ニン グが 使用 されて いる こ 
とが 明らかと なり， 早急に 規格 内に 明記す る ことが 必要と なり， 改正 を 行った。 

(なお， 試験の 結果， バンド ブレーキ' ライニングに は アスベスト 鉱物の クリソ タイルが 含まれて いた 
力ち ブレーキ 制動 時の 粉 じん （塵） 中の アスベスト 繊維 数 濃度 は 大気汚染 防止法 施行規則の 規定 濃度 値 を 
著しく 下回って おり； 健康への 影響 はない こ とが 確認され ている。） 

2 改正の 経緯 

この 規格 は， 1964 年 3 月 1 日に 制定され た 力く その後 1968 年， 1973 年， 1976 年， 1988 年， 1994 年， 
1 997 年 に 計 6 回 の 改正 を 行って いる。 

1988 年 7 月 1 日の 改正で は， 1976 年 改正 規格で は 一般 用 自転車に 用いる ブレーキ について だけ 規定して 
いた 力、 幼児 用 自転車の 品質 水準の 向上と 社会的な 要請 を 受け， 適用 範囲に 幼児 用 自転車に 用いる ブレー 
キも 含めた。 また， 1976 年 改正 規格で は "ブレーキ を 試験 用 自転車に 組み付け， 一般 用 自転車の 制動 性能 
に 適合し なければ ならない。" となって いた 力、 本来 ブレーキ としての 性能 は， ブレーキ 単体で 規定し なけ 
れば， この 規格の 必要性が 薄れて しまう との 意見 も あり， すべての ブレーキ について， ブレーキ 本体の 制 
動 トルク を 決める 方向で 検討 を 行った 結果， ドラム 径 別に 三つに 区分した 試験 荷重 及び ブレーキ 本体の 静 
的 制動 トルク 値 を 満足し ない 旨 を 規定した。 しかし， リム 部 を 制動す る ブレーキに ついては， 制動す る 相 
手 （リム 部） との 関係 も 含め， 種々 検討 を 行った が 試験 条件 を 決める までに 至らず， 従来 どおり "リム 部 
を 制動す る ブレーキ は， 自転車に 組み付け たと きに， JISD9301 (—般 用 自転車） 又は J1SD9302 (幼児 
用 自転車） の 制動 性能の 規定に 適合し なければ ならない。" とした。 また， ハブ部 を 制動す る ブレーキの 各 
部の 振れに ついては， 外締 式の バン ドブレー キの ドラム 外周に おける 振れに ついて だけ 規定して いた 力、 
内拡 （ないかく） ブレーキの ドラム 内 周 及び ディスクブレーキの ディスクの 外縁 部に おける 振れに ついて 
も 追加 規定した。 強度 規定に ついては， リム ブレーキの 前 パイプ 及び 後 パイプと だるま 部分との 結合 部の 

解 1 
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切断 荷重 1 000 N 以上 を 2 000 N 以上に， ブレーキ ワイヤの ィ ンナ 及び ニッ プル 部の 切断 荷重 1 177 N 以上 
を 1 500N 以上に それぞれ 規定値 を 上げる とともに， イン ナの 強度 規定と して "イン ナに 80kg (質量） の 
荷重 を 1 万 回 繰返し 加えた とき， 各部に 異常が 生じて はならない。" となって いた 力ま， 財団法人 日本車 両検 
査 協会の 協力 を 得て 種々 試験 を 行 つ た 結果， 実際の 使用 状態 とでき る だ け 等価 的な 試験 方法 とする ため， 
ブレーキ レバーに ブレーキ ワイヤ を 組み付け た 状態で 半径 50 mm の 円筒 部に ワイヤ を 沿わせて， レバー 操 
作 を 繰返し 機械的に 行う 試験 方法 を 規定した。 カン チレ バー 形 以外の キヤ リバ ブレーキ 本体 部分の 強度 は， 
従来の 静 荷重 試験から， より 実際的な テストに する ため 繰返し 荷重 を 加える 動 荷重 試験 を 規定した。 また， 
ブレーキ ブ 口 ッ ク 及び 舟の 取 付 強度に ついては， 従来 ブレーキ ゴムの 日 本 工業規格に 類似す る 内容の 規定 
があった が， ブレーキの 強度 規定と して 重要な 要素で あり， より 具体的な 規定 内容に して， この 規格の 強 
度 規定に 追加した。 その他， ブレーキ レバー を ハンドル バーに 取り付ける ときの 固定 トルクに ついて， "ブ 
レーキ レバー は， ハンドル バーの 直線 部に 固定した とき， 3.92N'm の トルク を 加えても， ハンドル バーに 
対して 回って はならない。" と 規定して いた 力、 自転車 を 走行 中に 転倒した 場合な ど は， ブレーキ レバーが 
乗員 を 傷つけ ないた め 動いた ほうがよ い 場合 も あるので， "ブレーキ レバー を ハン ドル バーに 確実に 固定 
できる もので なければ ならない。" という 規定に 修正した。 

1994 年 I 月 1 日の 改正 は， 日本 工業 標準 調査 会が 1990 年 6 月に 決定した "日本工業規格 における 国際 
単位 系 (SI) の 導入の 方針に ついて" に 基づき， 使用 単位の SI 化 を 図る こと を 目的に 行われた もので， 実質 
的な 規定 内容 は 従来 と 全く 変わって いない。 

1997 年 3 月 20 日の 改正で は， 1994 年 4 月に ISO/TC149 (自転車 専門 委員会) における ISO 4210 (Cycles 
-Safety requirements for bicycles) の 制定 審議が 終わった の を 機に， この 規格への 整合性に ついて 検討 を 行 
うとと もに， その他の 規定 内容 全般につ いての 見直しが なされた。 静的 制動 トルク 値の 規定で は， デ イス 
ク ブレーキに ついては "ディスクブレーキ は， ドラム 径が 80 mm を 超え 95 mm 以下の 場合と する。" と規 
定 され， 理解し にくかった 力；， "ディスクブレーキに は， 試験 力 200 N， ブレーキ 本体 静的 制動 トルク 40N' 
m 以上 を 適用す る。" と 改正した。 その他， イン ナの 結合 部の 滑り を 確認す る 試験の 追加， ブレーキ ワイ 
ャの 繰返し 強度 試験に マウンテン バイク 類形 車の 試験 条件 を 追加， ブレーキ ブロック， ブレーキ ライ ニン 
グ などの 摩耗， ワイヤの 伸びな どが 生じた ときに， 制動 力 を 維持す るた めの 調整が できる 構造で ある こと 
を 追加， キヤ リバ ブレーキの フレーム 組 付 部 は， 緩み 止め を 施した 構造で ある こと を 追加， たいこ 形の ブ 
レーキ ワイヤの ワイヤ ニッ プルの 厚さに 7 mm の もの も 追加， めっきの 規定 を 従来よ り も 少し 耐食 性の あ 
る 等級に 変更な どの 改正 を 行った。 

3 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

マウンテン バイ ク 類形 車の ブレーキ 及び シティ 車の 後 ブレーキ では， 大手 部品 メーカーの 製品が 高い シ 
ヱァを もち， 同社の 登録商標 となって いる 製品 名称が 一般 名詞の ように 使用され ている。 そのため， 委員 
会 審議の 中で も ブレーキ 本体の 種類に その 名称 を 追加して はとの 意見が 出された 力、 断念した。 

4 適用 範囲 

主に JISD9111 (自転車 一分 類 及び 諸元） に 定める 一般 用 自転車 及び 幼児 用 自転車に 用いる ブレーキに 
ついて 規定す る。 

なお， JISD9301 及び JISD9302 では， その 規定 文の 中で "部品 ごとに JIS が 定められて いるもの は該 
当す る 日本工業規格 による か， 又は その 日本工業規格に 定める 品質と 同等 以上の 品質の もの を 用いな けれ 
ばなら ない。" と 規定され ている。 
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5 規定 項目の 内容 

この 規定 項目の 内容で は， 1997 年に 改正され た JISD 9414 との 違い， 及び 規定 項目 ごとの 補足説明 を 次 
に 記載す る。 

I 引用 規格 (本体の 箇条 2) JISB 0205:1997 (メートル 並 目ね じ) は， JIS B 0207:1982 (メートル 細目 
ねじ） とともに 2001 年 12 月に 廃止され， JIS B 0205-1 (一般 用 メートル ねじ 一 第 1 部： 基準 山形)， 
國 B 0205-2 (一般 用 メートル ねじ一 第 2 部: 全体 系） ， JIS B 0205-3 (一般 用 メートル ねじ 一 第 3 部： 
ねじ 部品 用に 選択した サイズ）， JIS B 0205-4 (一般 用 メートル ねじ— 第 4 部： 基準 寸法） に 置き換え 
られ た。 また， JISB0209:1997 (メートル 並 目ね じの 許容 限界 寸法 及び 公差） は， JIS B 0211:1997 (メ 
一 ト ル細 目ね じ の 許容 限界 寸法 及び 公差） とともに 2001 年 12 月 に 廃止 さ れ， JIS B 0209-1 (一般 用 メ 
一 トルね じ— 公差— 第 1 部： 原則 及び 基礎 データ）， JIS B 0209-2 [一般 用 メートル ねじ 一公 差— 第 2 
部： 一般 用お ねじ 及びめ ねじの 許容 限界 寸法一 中 （はめ あい 区分)]， JISB 0209-3 (一般 用 メートルね 
じ 一公 差 一 第 3 部： 構造体 用ね じの 寸法 許容 差） に 置き換えられ たため， それに 整合 させ 規格 番号， 
名称 を 改めた。 その他， 規格の 改正に 伴い 必要と なった JIS A 1481 (建材 製品 中の アスベスト 含有率 
測定 方法） を 追加した。 また， 部品 ごとに 材料 を 例示して いる 力、 JIS G 4105 (クロム モリブデン 鋼 
鋼材） のように 廃止されたり， JISG 3539 (冷 間 圧 造 用 炭素鋼 線） のように， 他 規格に 統合され たも 
のが あるた め， 今回の 改正で は それらに 整合 させた。 

b) 形状 及び 寸法 （本体の 箇条 3) ブレーキの 形状の 例 及び 主な 寸法 を 図に よって 例示して いるが， 今回 
の 改正で は 近年 マウンテン バイク 類形 車に 多く 見られる ようになった "カン チレ バー V 形" の 図 を 追 
加す る とともに， リム ブレーキの 前 パイ プ のね じ径 のよ う に 互換性が 必要で ない 部分の ねじに ついて 
は， JIS 認証 時の 妨げになる ことから すべて "M6 以上" というよ うに 変更した。 "カン チレ バー V 形" 
の 図 は 大手 部品 メーカーが 商標 登録して いる マウンテン バイ ク 類形 車， マウンテン バイ ク 用の ブレー 
キに 対応 させ， 追加した が， 本来 この ブレーキ は カン チレ バー 形 ブレーキの 一種で あり， また "カン 
チレ バー V 形" という 呼称 も 他の カン チレ バー 形 ブレーキと 区別す るた めに 使用して いるもの である。 

c) 構造 (本体の 箇条 6) ブレーキの 構造 を 規定して いる。 今回の 改正で は， ブレーキ ブロック， ライ 二 
ング 及び パッ ドの 摩擦 材の 規定 文に "アスベスト を 含有す る ブレーキ 部材を 使用して はならない。 な 
お， アスベストの 有無 は， JISA1481 の 7. (—次 分析 試料に よる 定性分析 方法） によって 確認す る。" 
を 追加した。 

アスベストに ついては， 過去の 審議の 中で 問題と なって いたが， アメリカ では 1989 年に 禁止 規則 を 
公布した が， 1991 年 10 月に 連邦 高等裁判所が "ァメ リカに おける アスペス トの 製造， 輸入 及び 使用 
に関する 環境保護 庁の 広範な 禁止 規則 を 無効と する。" 判決 を 下した。 この 規則に よって 救われる 命 は 
わずかで あり， むしろ アスベストの 有用性が 高い と 判断され たようで ある。 このような 中で， メーカ 
一で は その 性能， 価格な どから アスペス トを 使用して いた 力ま， 将来 的に は 使用し ないように 開発の 努 
力 をして いた こ とから， 規格への 追加 が^れた。 

"ブレーキ ワイヤの イン ナを 固定す る 部分 は， 製造業 者が 推奨す る トルク でね じ を 締め 付 けたと き， 
イン ナを折 損させない 構造で なければ ならない。" の 規定 は， 過去に は "イン ナの素 線 を 折 損させない 
構造" となって いた 力、 現実的に は 1 本ぐ らいの 素 線が 切れる こと も あり， それ は 強度 的に なんら 問 
題がない ので， 強度に 影響を及ぼす ほどの 素 線が 切れる こと を 意味す る "イン ナを折 損させない 構造" 
と している。 

"ブレーキ レバーの 取 付 金具 は， ブレーキ レバー を ハン ドル バーに 確実に 固定で きる もので なけれ 
ばなら ない。" の 規定で は， ブレーキ レバーの 取 付 バンドの 中にはね じ を 締め付け ていく と， たわん で 

解 3 
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しまって 強く 固定で きない ものが あり， このよう な 場合 を 考慮 すれば， 固定 状態 を 強度 試験で 確認し 
たほうが よい。 次回の 改正で は審; ^する 必要が ある。 
d) 強度 （本体の 箇条 8) ブレーキの 強度 を 規定して いる。 ブレーキ レバーの 強度 規定がない が， 過去の 
分科会で "自転車の 転倒 時に， ブレーキ レバーの 先端が 地面に 接触す る 場合 も ある。 特に プラス チッ 
ク 製の レバーの 強度が 問題で ある。" との 指摘が あった。 ISO 4210 に は 規定され ていないが DIN 79100 
では 規定され ている ので， 次回の 改正 時には 審議す る 必要が ある。 



6 その他 解説 事項 

2005 年 に 発行 された EN 14764:2005 (City and trekking bicycles ― Safety requirements and test methods) ， EN 
14766:2005 (Mountain-bicycles ― Safety requirements and test methods) 及び EN 14781:2005 (Racing bicycles — 
Safety requirements and test methods) では， 制動 性能の 規定 と して 制動 距離に よ る 判定の ほかに， DIN 79100 
で 規定され ていた 減速 度の 測定 機に 類似の 試験機に よる 制動 力との 判定が 併記され ている。 また， その ほ 
かに も ブレーキ レバー 操作 力 と 制動 力 と の 比例 性の 確認， ブ レ ― キの 耐久 試験が 追加 されて おり， 欧州へ 
自転車 を 輸出す る 場合に は 注意が 必要で ある。 



7 原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



自転車 JIS 原案 作成 委員会 構成 表 



(委員長） 
(委員） 



(事務局） 





氏名 




所属 


小 


川 


武 


史 


青山 学院 大学 


勝 


股 


美 代 子 


消費生活 ァ ドバイ ザ 一 


仲 


野 


禎 


孝 


独立 行政法 人 国民生活 セ ン ター 


剣 


持 


敏 




財団法人 日本 消費者 協会 




枝 


繁 


雄 


財団法人 製品 安全 協会 


甶 


山 


由紀子 


消費生活 ァ ドバイ ザ 一 


川 


P 


豊 


勝 


社団法人 自転車 協会 


増 


尾 




健 


株式会社 シ マノ 


伊 


藤 


政 


博 


パナソ ニック サイクル テック 株式会社 


車 暴 








プリ ヂス トン サイクル 株式会社 


土 


川 




早 


株式会社 日 東 


矢 


崎 




秀 


財団法人 日本 車両 検査 協会 


早 


川 




治 


警ま庁 交通 局 


若 


井 


英 




経済 産業 省 製造 産業 局 


相 


澤 


幸 




経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


佐 


藤 


輝 


行 


財団法人 日本規格協会 


坪 


井 


信 


隆 


財団法人 自転車 産業 振興 協会 


ヽニヒ 


藤 


秀 


幸 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 


亀 


1 丄 1 


勝 


弘 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 
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自 転 車 JIS 原案 作成 委員会 分科会 構成 表 



氏名 所属 



轟 






見 


ブ リヂス トン サイ クル 株式会社 


竹 


原 




清 


パナ ソニッ ク サイ クル テ ッ ク 株式会社 


増 


尾 




健 


株式会社 シ マノ 


士 


川 




早 


株式会社 曰 東 


入 


ill* 




承 
乃 


目ォ 人 R 太亩 —(^拾 杏 十な さ 
P/J U_H ムノゝ ui ズ I、 年し I リ リ W 且 I 力 力 


川 


P 


迪 


勝 


社団法人 自転車 協会 


な/ -ゝ 


木 


堅 




経済 産業 省 製造 産業 局 


石 


井 


伸 


治 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


佐 


藤 


輝 


行 


財団法人 日本規格協会 


坪 


井 


信 


隆 


財団法人 自転車 産業 振興 協会 


、二ヒ 


藤 


秀 


幸 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 


亀 


山 


勝 


弘 


財団法人 自 転 車 産業 振興 協会 



(文責 坪 井 信隆! 
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白 紙 



解 6 



著作権法 によ り 無断での 投: U, ぉ械^ は 禁止され ております。 
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